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{目的} 血圧は筋活動の強度増加にともなって上昇
するが，ある強度から非直線的増加を示し，荷者の関
係は必ずしも直線的ではない.高齢者において血圧が
非車線的に急上昇し始める強度が，加齢にともない有
意に低下することが報告されている (Kagayaet al. 
2001) ，筋活動の持続すなわち運動刺激は循環系金体
のバランスを乱すことから，高齢者にとっては脳への
循環と筋活動の持続に伴う血圧変化との関係を知る
ことは重要である.そこで本研究は静的運動時の負荷
増加に対する血圧上昇と頚動脈血管径，内中膜複合体
および平均i紅流速度との関連を鳴らかにすることを目
的とした. [方法} 対象は女性143名 (65歳以下;66 
名， 65-75歳;64名， 75歳代以上;13名)であった.
被検者には仰臥位安静を保たせ，安静時の頚動脈形状
の測定を行った.最初に右側総頚動脈に7.5MHz採触
子 (HP8500GP)をあて， 8mode法を用いて血管径を
撮影した.続いて超音波ドップラー法を用いて血流速
度を溺定した.後日得られた記録から頚動脈血管径，
平均血流速度，内中膜複合体を計測した.絞検者には
安静終了後， 30秒間の静的掌爆遂動を30秒の休息、を挟
んで負荷を増加させたテストを行わせた.負荷は始め
2kgから開始しその後2kgずつ漸増させた.運動開始
から反対の指先で血圧 (Finapress) を測定し，血圧
がそれまでの血j王自負荷強度関係からはずれて顕著に
上昇することが確認された時点で運動を終了した.
得られたデータから負荷ー血圧関係式を作成し，低負
荷での関係式 (L1) とその夜線関係が崩れた負荷以
上の負荷に対する血圧の関係式 (L2) を求めて商産
線の交点の負荷を血圧変移点の負荷(BPcrit)とした.
i結果および考察1LlとL2の傾き (slopel. slope2) 

の差は運動時の血圧上昇の変化の程度を表すことにな
る.そこで， LlとL2の傾きの差と内中膜複合体との
関係をみると， 65歳以下群および65歳叩75歳群より 75
歳以上群で関係がみられた.すなわち. s(opelと
sJopc2の差が大きいほど，内中膜複合体は高い{遣を示
す傾向がみられた.頚動脈平均血流速度については，
slopelとslope2の差が大きいほど，平均血流速度が低
い値を示す傾向がみられ，その関係は75歳以上群で他
の群より顕著作=0.055)であった.頚動紙血管径は
65歳-75歳群で， slopelとslope2の羨が高い僚を示す者
ほど，血管径が高値を示す傾向がみられた.以上のこ
とから，後期高齢者においては総頚動脈血管径および
内中膜複合体が高伎を示す者，また平均血流速度が低
伎を示す者は，負荷の増加に対する恋庄上昇の仕方が
急激であった.
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